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沖縄県名護市旭川の手踊りエイサー

小 林 幸 男
（京都教育大学名誉教授）

小 林 公 江
（教育学科教授）

はじめに
沖縄の盆を彩る芸能のエイサーには，手踊り

中心のエイサー（手踊りエイサー）と締太鼓や
パーランクーが中心のエイサー（太鼓エイ
サー）がある。現在は太鼓エイサーが圧倒的に
多いが，沖縄の北部，本部半島一帯では古くか
ら手踊りエイサーを伝承しており､ 今もそれを
伝える集落は多い。この手踊りエイサーは三線
伴奏で，男女あるいは男性が円陣になって，三
線の調絃毎に各十数曲をあたかも一曲のように
連続して歌い踊るもので，非常に速いテンポと，
三線弾きと踊り手衆の掛け合いに特徴がある。

しかし，近年この地域でも，青年達が伝統的
な手踊りエイサーを太鼓エイサーに変えていく
集落があちこちにみられるようになる一方で，
青年自体の減少でエイサーの伝承が途絶えるこ
とも希ではなくなってきた。本稿ではその両方
を経験してきた名護市旭川のエイサーを取り上
げ，2001年～2002年の調査を中心に，2013年の
聞き取りも参考にしつつ伝承について報告し，
手踊りエイサーの楽譜資料・歌詞資料作成を通
して，特徴などを明らかにするものである。

1 ．旭川エイサーの概観
名護市屋

や

部
ぶ

地区の旭川は，本
もと

部
ぶ

半島中央部の
山地に連なる山がちな集落である。1943（昭和
18）年，名護町（現名護市）屋部と山

やま

入
の

端
は

から
分区独立して新設された。集落名「旭

あさひ

川
がわ

」は，
当時の青年団の主張「朝日のごとく，流れる川
のごとく」［名護市史編さん委員会編　1988：
356］によるもので，伝統的な地名ではない。
2012（平成24）年度末の集落への登録戸数は87，

人口245名で，かつては甘蔗，現在はシークヮー
サーなどの果樹栽培を主に営んでいる。

⑴　旭川エイサーについて
旭川ではエイサーは「エンサー」とも呼ばれ，

分区以前から，本字とは別に 5 つの小字でつく
る「 5 ハル青年クラブ」が行っていた［名護市
教育委員会文化課市史編さん係（以下，名護
市）2006：415］。比嘉武正氏（1930生）の祖父
の代にはあったというから，かなり古くから
踊っていたようだ。仲間幸信氏（1924生）によ
れば，戦前は 2 組に分かれ，旧暦 7 月15日のお

う

送
うく

り
い

前の午後 8 時頃からエイサーを開始し，一
晩中各家を廻っていた。遅い時刻でも各家庭に
は伝令が太鼓でエイサー衆の到来を知らせたと
いう。

旭川では昔からエイサーは男女で踊り，衣裳
は決まってはいなかった。これは男性だけが紺
地の着物を着て行っていた屋部地区屋部や同宇

う

茂
も

佐
さ

とは大きく異なる。二人で酒甕をかついで
廻り，その酒を反省会で飲んだり，換金したり
したこともあったという。さらに，家庭廻りで
は，時間を見計らって適宜曲を抜く一方で，特
に富裕な家ではエイサー後に，エイサー衆の中
の踊り上手が特別に雑

ぞう

踊の《加
カ

那
ナー

ヨー》や二
にー

才
せー

踊《上
ぬぶ

り
い

口
く

説
どぅち

》などを踊ってみせたそうだ。
戦後十数年地謡を勤めた比嘉武正氏によれば，

戦後は1947（昭和22）年に復活し，特に戦地か
ら青年が戻り軍用地に就労する前の 2 年間は85
人が 3 組で家庭廻りをした。地謡は各班 2 人で，
三線には渋張り，落下傘，馬皮などが使われた。
踊りの景気づけの太鼓はなかった。翌朝に廻り
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終わると，夕方からは屋部小学校同窓会（校
庭）や名護市街にも出向いて例年踊った。

家庭廻りは「昭和35年頃まで」［名護市　
2006：416］で，その後 3 ， 4 年はアジマー

（十字路など）でテープを流して踊るようにな
り，この頃から地謡がいなくなった［名護市　
2006：416］という。こうして旭川では1965年
～70年頃から手踊りエイサーは廃れたようだ。

その後，1988（昭和63）年，石川市（現うる
ま市石川）から学んだ太鼓エイサーを導入した

［名護市　2006：416］が，これも青年が減少し
たため，旭川としての活動はなくなった。その
後この太鼓エイサーは屋部に本拠地を移し，今
では屋部の青年達も含めた「屋部若獅子会」と
して広く活動している。

一方，手踊りエイサーは，1996（平成 8 ）年
頃から旭川高齢者若者センター（＝公民館）広
場で始まった「盆踊り」の中で，「子どもを入
れず昔からのエイサー節で踊る」［名護市　
2006：416］形で復活した。この催しでは，他
に子どもエイサーや本土風な盆踊りも行われ，

「屋部若獅子会」も演舞で参加するのが恒例と
なった。現在伝わる歌詞集はこの復活時期に比
嘉武正氏が書き留めたものだが，その時点で既
に失われていた曲もあった（次節参照）という。

しかし，この復活エイサーも二年ほどで再び
絶えている。旭川では分区時から，主に屋部の
人々の指導で村踊を始めたが，1960（昭和35）
年で途絶えた。敬老会も踊りや歌の機会だが，
伝統芸能という点では，手踊りエイサーが唯一
のものであったので，その途絶が惜しまれる。

⑵　エイサー曲について
地元作成の歌詞集に基づき，適宜漢字・カナ

を書き直し，通し番号をつけて旭川エイサーを
まとめると以下のようになる。（　）は沖縄で
の一般的な曲名である。

本調子
1 ．スリスリ目

メ

出
デ

度
タ

イ（目出度イ節）
2 ．エイサー節（念仏）　　 3 ．久

く

高
だか

万
まん

寿
じゅー

主
すー

4 ．手
ティー

下
ウ

ルシハ
ワ

ドンドン（作
ちく

たる稲
めー

）

5 ．テンヨーテンヨー（テンヨー）
6 ．稲

イニ

摺
シ

リ摺
シ

ーリ節（稲
イニ

摺
シ

リ節）
7 ．一

イチ

路
ロー

平
ヘイ

洋
ヨー

（一
イチ

路
ロ

平
ヘイ

安
アン

）　　8．ジントーヨー節
9 ．我

わっ

達
たー

心
くく

ぉ
ろー

ひらーてぃ知
し

り（苺
いちゅび

小
ぐゎー

と同系曲）
10．サーヒヤルガヘイ（今

な

帰
き

仁
じん

ぬ城
ぐしく

）
11．スーリ東

あがり

二揚（一二揚）
12．巡

ミグ

リバ巡
ミグ

リバ（だんく舞
もーい

）
13．カマヤシナー　　　14．海

うみ

ぬちん法
ぼー

螺
らー

15Ａ．如
チ ャ ー

何ガ仲
ナカ

門
ジョー

兄
ヒー

　　15Ｂ．茶
ちゃー

売
うい

小
ぐゎー

16．デンスナー　　　　17．谷
たん

茶
ちゃ

前
めー

本調子
18．カイシャヌヨー（新湊

みなと

節）
19．ピーラルラー（二

ニン

合
ゴー

小
グヮー

／サブエン）
20．唐

とー

船
しん

どーい

この他に，かつては《海
うみ

やからー》《スヌ萬
マン

歳
ザイ

（伊
い

舎
さ

堂
どー

前
めー

）》《越
ぐぃー

来
く

》《イマ三
サン

世
ジン

（ 苺
いちゅび

小
ぐゎー

）》
…以上本調子，《東

あがり

前
めー

門
じょー

》《加
カ

那
ナー

ヨー》1）…以上
一二揚，も踊ったという。

これら旭川エイサーの曲目は，本部半島一帯
のエイサーとほぼ同じで，戦後の導入曲《デン
スナー》も含め特に近隣の屋部や宇茂佐とはか
なり類似する。しかし他の戦後導入曲《新湊

みなと

節》《ジントーヨー節》はエイサーとしては旭
川独特である。この他，類歌が屋部にある《我

わっ

達
たー

心
くく

ぉ
ろー

ひらーてぃ知
し

り》に独自の囃し詞がある
ことや，寸劇《茶

ちゃー

売
うい

小
ぐゎー

》の歌詞を取り入れた
（《仲

なか

門
じょー

兄
ひー

》と同旋律）ことなども特徴といえよう。
また《一

イチ

路
ロ

平
ヘイ

洋
ヨー

》や《久
く

高
だか

万
まん

寿
じゅー

主
すー

》《作
ちく

たる
稲
めー

》，《カマヤシナー》や《仲
なか

門
じょー

兄
ひー

》などでは近
隣集落より歌い手と踊り手衆が頻繁に歌を掛け
合い，《唐

とー

船
しん

どーい》にも他集落にはみられな
い曲中の踊り手衆の囃し詞があるなど，掛け合
いが豊かであることも特徴の一つである。

全体の構成「本調子→一二揚→本調子」は屋
部地区勝山・山入端・屋部や本部町・今

な

帰
き

仁
じん

村
の「本調子→一二揚」とは異なるが，名護地区
大
おお

兼
がね

久
く

・東
あがり

江
え

，屋部地区宇茂佐とは共通する。
また，終盤は隣集落である中山の，退席の隊形
造りが《ピーラルラー》で退席が《唐

とー

船
しん

どー
い》［名護市　2006：500］と類似するが，構成
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は全体として名護地区側から影響を受けている
といってよい。

歌詞や旋律，踊りなどをもう少し詳しくみて
みよう。空手風な踊りとゆったりしたテンポ感
の《久

く

高
だか

万
まん

寿
じゅー

主
すー

》や《作
ちく

たる稲
めー

》は名護側と共
通する。一方，名護地区にほとんどみないが本
部町で一般的な曲である《一

イチ

路
ロ

平
ヘイ

洋
ヨー

》や《海
うみ

や
からー》は他の屋部地区同様に伝承が確認でき
る。また，《今

な

帰
き

仁
じん

ぬ城
ぐしく

》は歌詞の間に囃し詞
「ヨンサー」が入る今帰仁村各地や本部町伊

い

豆
づ

味
み

・屋部地区安
あ

和
わ

と同タイプの曲を伝承してい
るが，これは本部町や名護地区，屋部とは異な
るものである。

踊りには，扇（スーリ東）と四ツ竹（カイシャ
ヌヨー）の踊りもみられる。扇や四ツ竹は戦後
に用いるようになったが，名護地区側は持ち物
の踊りが多く，本部町は持ち物がないことから，
名護地区側から影響を受けたと考えられる。

このように旭川エイサーには名護地区との類
似，屋部地区との共通性とともに，それとは異
なる本部町や今帰仁村側からの影響もみること
ができる。これは名護市の中では本部町や今帰
仁村に近い旭川集落の位置によるものであろう。

2 ．収集資料
今回の資料化には下記の録画，録音を用いた。

・録画…何れもエイサーの実況。小林幸男担当。
1 ．2001年 9 月 2 日　旭川高齢者若者センター庭

演唱：仲間幸信（1924生）　山城義夫（1941生）
　　　胡屋和秀（1943生）　胡屋勉

2 ．2002年 8 月22日　旭川高齢者若者センター庭
録画機材：Sony DCR－VX1000

・録音…小林公江担当（ 5 . のみ小林幸男）。
1 ．2001年 8 月31日　旭川高齢者若者センター
　仲間幸信氏からの聴き取り
2 ．同日　地元の保存用，実況用テープのコピー
3 ．2001年 9 月 2 日／ 4 ．2002年 8 月22日

旭川高齢者若者センター庭でのエイサー実況
5 ．2013年11月19日　比嘉武正宅（名護市）

比嘉武正氏（1930生）からの聴き取り
　録音機材：Sony  TCD－D8（DAT）･ECM－959A

　　　　　TASCAM DR－07… 5 ．のみ

4 ．旭川エイサーの楽譜
楽譜は，前述の収集資料の 2 を中心に，2001

年・2002年の実況を参考にして作成した。

凡例
・ 1 オクターヴ（男声）と半音高く記している。
・歌詞欄の〈　〉は，踊り手の歌唱部分である。
・上下になった音符は該当番数を付して歌い方

を示し，重ねた音符はさまざまな歌い方を示す。
・記載したテンポは実況でも用いる保存用テー

プのものである。テープを用いない実況はそれ
より幾らかテンポが速くなっている。かつての
家庭廻りでは更に意図的に早く弾いたという。

・採譜は小林公江が行い，小林幸男が校閲した。

謝辞
エイサーや行事についてお教え下さいました

2001－02年当時の区長仲間幸信氏（故人），比
嘉武正氏はじめ，快く行事取材をさせて下さい
ました旭川の皆様に心より御礼申し上げます。

註
1 ）《加那ヨー》がエイサー曲か否かは見解によ

り異なる。おそらく戦前にはレパートリィで
あり，戦後は行われなくなったのであろう。
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3 ．旭川エイサーの歌詞
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